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インターバンクの声 （2015 年 7 月 7 日） 
 

欧州連合（EU）からの緊縮案の受け入れを否決したギリシャ国民投票を受け

た週明けの欧州市場は、さすがにニューヨーク勢が参入して来るまではユー

ロが一方的に下落する展開となった。しかし、東京時間に既に発表されてい

たバルファキス・ギリシャ財務相の辞任表明が今後のギリシャと EU 側との交

渉が好転するとの思惑や１．１０ドルまでの下落による値頃感もあって、ニ

ューヨークの昼頃には下落前の水準まで買い戻された。国民による緊縮案を

拒絶する信認を得たことで、ツィプラス首相がより強硬な路線に舵を切って

来るとの予想もあるが、ドイツのメルケル首相に対して、７日のユーロ圏緊

急首脳会談で新たな再建策を提示すると約束したようだ。もっとも、その内

容が意外に EU 側に歩み寄ったものなのか、いつも通りの再建策と名が付くよ

うな代物でないのかは、会談が始まるまで分かる由もない。アジア市場は今

日も方向感が出難い相場になると思われるが、為替相場よりも大幅下落とな

った日経平均と終盤上げ幅を縮小した上海株の行方が注目されることになり

そうだ。 
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